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( 2 ) 佐藤要人『江戸水茶屋風俗考』(1993年)45頁，「浅草二十軒茶屋」
( 3 ) 延享から寛延にかけての1740年代の例として，西村重長筆『風流三幅対の
うちやまとちや』(図 2 )がある。佐藤註( 2 )前掲書118頁。平凡社『茶の湯
絵画資料集成』(1992年)206頁，図119
( 4 ) 佐藤註( 2 )前掲書160頁「水茶屋美人伝」
( 5 ) 佐藤註( 2 )前掲書160頁






( 7 ) 原色浮世絵大百科事典編集委員会『原色浮世絵大百科事典』第 4巻(1981
年)，36頁参照。
( 8 ) 大蔵永常『広益国産考』(安政 6年，1859)。中村羊一郎『番茶と日本人』
(1998年)32頁
















(15) 佐藤註( 2 )前掲書175頁。森島中良「寸錦雑綴」(「日本随筆大成」第 1期
第 4巻所収，1975年)189頁
















































































(53) 佐藤註( 2 )前掲書165頁
(54) 註( 6 )のおける筆者の想定が正しければ，お仙は薬罐に化けたわけで，
「薬罐に化けた」は挿図に示されている。
(55) お仙を贔屓した太田南畝も最後まで真相を知りえなかった。佐藤註( 2 )前
掲書171頁
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